
緑の遅い交通を
デザインする

羽藤英二
hato0816@gmail.com





新長崎駅

「人間」や「街」にとっての変わらない「定点」



長崎が持つ「多くの資産」



①そのまちらしいデザイン

②賑わいと憩いの拠点

③駅と街と地形をつなぐ

駅をつくる上で大切なこと





「４つの広場」



「４つの広場」



歩きたくなる動線計画





極大化するネットの危機

＜ ＜＜

まち 駅 ネット



人はなぜ移動するのか？



とりあえず歩いてみた．200kmくらい







観光の型を考える上での見方(1)
• 柳田国男によれば「旅行の進歩および退歩」を1927年
に講演したおり，タビという日本語はタマハルと語源が
同じで，ヒトの給付をあてにして歩く点が物貰いなどと
ひとつであったのではないかと思われる．

• 英語のジャーニーはその日暮らしということであり，ト
ラベルはフランスの労苦と同じ意味である．旅はそのよ
うにつらいものであるのだ．かつては辛抱であり努力で
あった．そうまでして挑むのであるから大いなる動機や
決意がなくてはいけない．

• 昔にさかのぼるほど，旅の目的は限定されていいる．楽
しみのために旅行するようになったのは交通機関の進歩
のおかげである．



人は何を求めているのか．

• 霊場は，そこに至る参拝道，
それらを包む山岳，森林，河
川，海辺などの自然がなけれ
ばまったく価値はない（山岳
信仰，補陀落渡海を結んだ遍
路）

• 人の生活景の豊かさ
• それをつなぎ，生かし，つむ
ぎ暮らしてきた日本という国



無名の質

• 人，町，建物，荒地，海，山に潜む，
生命や精神の根源的な規範．無名の
質が宿っている．決して言葉に表せ
ないもの



モビリティは都市を変える
第一次 紀元1100-1400年（小都市の勃興）

十字軍遠征：陸上・海上交通の改善
封建社会の崩壊

第二次 紀元1500年（アントワープ，リスボン）
帆船技術の進歩と地域間交易の増大

第三次 紀元1800年(100万都市）
産業革命と鉄道→地域間労働分業
消費社会→大都市の形成

第四次 紀元2000年（上海，北京の台頭）
コミュニケーション・ネットワーク革命
都市が，瞬時に世界経済に影響を与える．
ノード集積型-クラスター型



1. データ
2. 構造・形態
3. パターン
4. 概念
5. 知識
6. コンピタンス 体験



観光時の旅行者行動の原理

目的地の認知的魅力 基礎的モチベーション

訪問地内の活動・体験

自己拡大行動
知識増進行動
関係強化行動
娯楽追求行動
緊張解消行動

観光目的地の選択

地域居住者との
社会的関係

情報交換・相互作用
形成・継続・終結

訪問地での
空間認知

認知地図
コンセプト形成

体験に基づく
態度

認知的態度
情緒的態度
行動的態度

訪問地外での
情報認知と態度形成

（地域居住者と旅行者による）

対話による知識強化
体験情報の構築



宿か，体験か？



自律的なツーリズムへ
• 体験型観光を地域づくりとしてやるのは
いいが．．負の遺産の歴史を繰り返さな
いために
–単なる旅行業の真似事の失敗
–持続可能な仕組みを成立させること
–地域資源の丁寧な読み込み
–気づき→表明→協働→実施→評価



緑の遅い交通の推進ポイント
起案者 I

プロンター P 同好の士 C 指揮者 D

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ FC 技術支援者 T 宣伝者 CR

資金提供者 F ﾈｯﾄﾜｰｶｰ N ユーザー U
起案者やコアスタッフに資金を提供． 内部者に対して外部からキーパーソ

ンとして新たに参加・協力を招き入れ
る役割を担う人．

指揮官・同志によって構成されるコア
チーム外で，技術・知識を提供し，コ
アチームをサポート

活動の影響を受ける者．

放送・新聞・雑誌・町の広報など．活
動を発信

コミュニケーション能力の高さ，中立
性を背景に，全体の方向性を整流化
し，とりまとめをおこなう．

地元の方で，起案者に賛同し，サ
ポート的役割を担う人・団体．コア
チームを形成する人．

プロジェクトの企画・運営を指揮する
人．全体調整など．

もともと外部者で，地元の地域に刺
激を与え，各プレーヤーの活動を促
す役割．

活動における創始者．新しい考えに
基づき，行動を起こす人やグループ．

羽藤・濱上・春木※が仮定した10種のプレーヤー

※羽藤英二，濱上洋平，春木信二：

風景づくり活動におけるコミュニケーション・ネットワークの発展とその内的構
造の分析，第三回景観デザイン研究発表会，CDROM, 2007.



マスツアーをコントロールできるか？

• マスツアー化する体験観光
–体験が地域に大きな影響を与える．
–コントロールできるかどうかが重要（ツアー
ガイドの行き過ぎ）
• 小笠原諸島では，東京都自然ガイドと一緒でない
と南島に上陸できない．

▲小笠原諸島南島と自然ガイドの講習会



誰がマネジメントすべきか？
• 「その地域での体験」がコンテンツ
–自然環境や地域社会の事情を熟知している地域
自身がマネジメントの主体とならざるを得ない．

• どうマネジメントすべきか
–区分（ゾーニング，制限，補強と誘導）

▲福島・夏井川河口の野鳥の営巣地

▲会津駒ケ岳山頂付近
の木道





ひたすらに野を歩き，山を越え，草木の中に生き
た．



ひたすらに野を歩き，山を越え，草木の中に生き
た．



「富太郎が歩いた道ですよ．これは」早くに両親を亡くしたが，不思議に笑顔の多い人だった．



南方熊楠と並び称される不世出の植物学の巨人，
牧野富太郎．これは彼が歩いた名もなき道の物語．



長沢で早い春を告げる歳時記のように，ひっそりと月
の光のような白い花を咲かせていた．



切り落とされることなく残った桜の周りの鬱蒼とした木々を伐採
して現れた足摺桜の巨木（樹齢200年）．



１００年以上前，牧野はこの地を歩いた．



膨大な彼の研究ノートには，訪れた場所，見聞きし
た草木の名前，その方言，スケッチが残されている．



明治14年から18年にかけて，まだ彼が若かった頃，
好んで幡多郡を歩いた．



名もなき花があれば名をつけた．その数は2500．
自らの新種発見も600種にのぼる．





人物史と地域誌を中心にした情報ポータルサイトの構築



プラットフォームのコアになる牧野の研究日誌と語り・
踏査結果をもとに植物資源リストを作成

弦場の道

牧野スケッチの丘

アサギマダラの道

牧野富太郎の道

月光桜

旧芳ノ澤小学校



校庭に大きな栴檀の木があった．



廃校になった小学校がある．かつて子供たちの元気な声
が響いていた．



みんなで掃除をしてみた．



様々な役割の人々が各地から集まる



廃校になった地域の小学校における牧野風景美術館の開催



農家食堂．



地域の食材を生かした料理をつくる人たち

























センブリ．





ツリガネニンジン



ツワブキ





ヤッコソウ



ハマラッキョウ



あてもなく続く長い観察旅行の中で，牧野はいったい何を見ただろう
か．



「昔は，山茶花の実で髪を洗うといい匂いがしたもんだ」



「実を棕櫚の袋にいれて湯掻いて，圧搾すれば良質
の油がとれたもんさ」



「食糧危機なんて関係ない．森にはなんでもある」



「食糧危機なんて関係ない．森にはなんでもある」



大堂海岸から旅立つ蝶がいる．豊後水道を越え，はるか遠く沖縄
石垣あたりまで渡りを続ける蝶がいる．



牧野も見ただろうか．アサギマダラはつかの間ヒヨドリバナの蜜
を吸い，ただ道をひらひらと舞う．





















大規模リゾートを超えて

• 過疎化の進行と公共事業による地域活性化
• 公共事業による弊害の顕在化
• 大規模リゾートとその破綻
• 地域衰退危機を乗り越える体験型遅い緑の交
通＝ツーリズム

▲東急リゾートの開発 ▲地域主導の竹富島 ▲芸能人が好きな川平湾





ツーリズムデザイン 人はなぜ移動するのか？


